
回廊入隅柱穴の根石検出状況（東から）
※東面と北面回廊が接続する入隅部にあたり、礎石の根石がよく残っている

東面回廊基壇周りの瓦堆積（北東から）
※廃絶後、主に回廊外側に瓦を廃棄していた

凝灰岩粉末を用いた地業（北西から）
※二上山で産出する白色角礫凝灰岩の粉末を間に挟むことで、排水性が高まり地盤が引き締まる

調査位置図
※調査地は大極殿院東面回廊と北面回廊の接続部にあたる
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造営時のＬ字溝と東面回廊基壇（西から）
※東面・北面回廊造営時の雨水排水のため、基壇に沿って掘られた溝
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大極殿院東北隅から畝傍山を望む
　　　　　　　　　　　　（北東から）　　

　　　　　　　2018 年 1 月 25 日撮影



　大極殿院東面・北面回廊にかかる東北隅部を発掘調査し
ました。東面・北面回廊の礎石据付痕跡を確認し、これま
で不明であった東面回廊北半部と北面回廊の構造を考える
上で、重要な知見を得ました。また、大極殿院回廊東北入
隅部の柱位置が確認できたため、大極殿院回廊の南北規模
が確定でき、造営時の様子についても新たなことがわかり
ました。

１．調査の経緯と目的　

　藤原宮は、694 年から 710 年まで営まれた宮殿です。藤
原宮の中心部に位置する大極殿院は、回廊で囲まれた東西
約120ｍ、南北約170mの空間です。大極殿院回廊の調査は、
戦前の日本古文化研究所の調査（1934・1935 年）に始まり、
戦後は奈良文化財研究所が継続的に調査を進めてきました。
その結果、回廊は礎石建ちで瓦葺きの複廊であることが判明
しました。しかし、回廊北半についてはこれまで面的な調査
はされておらず、回廊南半と同様の構造であるかは不明であ
りました。そこで、今回、その解明のため、大極殿院東北隅
部の調査を行うこととなりました。

２．調査の成果

東面回廊　礎石の据付痕跡を 6 ヵ所確認しました。西側柱

　筋にあたる位置にも痕跡を確認できたため、東面回廊北半
　も複廊であったと考えられます。桁行の柱間寸法は、北端 
　部が約 3.8 ｍ（13 尺）、その南は約 4.1m（14 尺）、梁
　行は約 2.9 ｍ（10 尺）とみられます。回廊基壇は、版築
　状に積み土を行い造成しています。
北面回廊　礎石の据付痕跡を 11 ヵ所確認しました。北側柱
　筋の遺存状況は良くなく、調査区北端で根石由来と考えら
　れる玉石の広がりを確認するのみでした。玉石の広がりは
　北側柱推定位置にあることから、北面回廊も複廊であった
　可能性は高いといえます。柱間寸法は、桁行約 4.1 ｍ（14
　尺）、梁行約 2.9 ｍ（10 尺）に復原できます。
L 字溝　回廊造営時に、東面・北面回廊沿いに L 字状に溝
　が掘られていることがわかりました。雨水排水のため、回
　廊基壇の高まりと一体的に溝が掘削されたとみられます。

３．まとめ

今回の調査で、東面回廊は北半も複廊であり、北面回廊
も複廊の可能性が高いことがわかりました。また、大極殿院
東北入隅部の柱位置を確認できたことから、東南入隅柱から
東北入隅柱まで約 152.3 ｍの規模になることがわかりました。
　さらに、L 字溝の検出や整地の状況など、造営時の様子に
ついても興味深い知見が得られました。
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掘立柱建物
北面回廊の礎石据付痕跡（北から）

※上部が削平され根石のみ残存

東面回廊の礎石据付痕跡 ( 北から )
※礎石据付穴、根石、抜取穴が残存

藤原宮大極殿院全景（南から）
※大極殿院を取り巻く回廊の東北隅が今回の調査対象地


